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１班 18 16 2 89% 40分 17 17 16 1 94% 25分 17 15 15 2 100% 20分

２班 14 14 0 100% 22分 14 13 13 1 100% 15分 14 14 14 0 100% 14分

３班 9 9 0 100% 20分 9 9 9 0 100% 17分 8 7 7 1 100% 15分

４班 11 8 3 73% 20分 11 11 10 1 91% 10分 12 12 12 0 100% 10分

５班 16 15 1 94% 20分 16 16 14 2 88% 30分 16 16 15 1 94% 10分

６班 17 16 1 94% 15分 17 15 12 5 80% 28分 17 15 14 3 93% 12分

７班 11 9 2 82% 20分 12 10 9 3 90% 20分 12 11 11 1 100% 20分

８班 15 11 4 73% 10分 19 16 16 3 100% 20分 20 17 14 6 82% 25分

９班 14 14 0 100% 18分 14 14 14 0 100% 10分 11

１０班 15 13 2 87% 18分 14 14 14 0 100% 13分 13 12 12 1 100% 7分

１１班 11 8 3 73% 25分 11 10 6 5 60% 19分 10 8 4 6 50% 15分

１２班 9 8 1 89% 27分 9 9 8 1 89% 25分 10 10 10 0 100% 10分

160 141 19 88% 21分 163 154 141 22 92% 19分 160 137 128 21 93% 14分

（9） （12）
【 気付いた点・反省点 】

1 掲示率は ［88％］→［92％］→［93％］ に向上し、掛かった時間は ［21分］→［19分］→［14分］ に短縮された。

2 掲示率計算は、正確を期すため従来の 《 掲示あり 》÷《 世帯数 》 ではなく 《 掲示あり 》÷《 世帯数 －留守宅》とする。 (令和５年度より)

3 各班長による安否確認訓練の目的は、各班の地震後の被害状況を正確に把握することです。《 如何に早くより、如何に正確に報告するか 》

4 相変わらず 『 安否確認カード 』 の紛失が目立つ。当日見つからないでは遅い。世帯主だけでなく、家族全員がわかっているようにすること。

5 『 安否確認シート 』 の改良を希望。　現状の例文３パターンは不要、１パターンでOK 。《 見やすさ 》 　集計しやすい型式で。《 やりやすさ 》

6 防災訓練時のヘルメット未着が目立つ。

《今回の集計からは除外》

( ) の数字は掲示なしの内、留守の数
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